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漁師に転身した移住サーファーのライフヒストリー
─龍太郎の夢 ─
村　　田　　周　　祐
要旨 : 本稿は，食は人間の “生”において最も基本的な条件であるという，ゆらぐことの
ない事実から出発をしている。こうした問題意識のもと，本稿は，社会学的ライフヒスト
リーの方法から，食の生産を維持するために不可欠な地域社会や社会組織の担い手をめぐ
る社会移動の現代的実相に接近した。
　これまでの現代における農山漁村の人的資源の確保をめぐる議論は，政策的実効性を念
頭に置くことで，どのように移住者を増加させるのかという問いの追求に偏ってきた。そ
のため，結果的に移住者がなぜそこに定住し続けているのかという問いに重きを置かれる
ことはなかった。そこで，本稿は中野卓の社会学的ライフヒストリーの方法に倣いながら，
都市に暮らす若者が，なぜ農村漁村へ移住を決断し，そこに定住しようとしているのかと
いう論理に迫っていく。その狙いは，当事者である本人が意味づけた現実から通念の更新
に迫ることで，既存研究を捉え直すことにある。
キーワード : サーフィン，Iターン，漁業
1　問 題 の 所 在
本稿の目的は，社会学的ライフヒストリーの方法を用いて，一人の移住サーファーが地元漁師
へと転身していくリアリティを再構成することで，食の生産を維持するために不可欠な地域社会
や社会組織の担い手をめぐる社会移動の現代的実相の一端を描き出すことである。
今日の農山漁村は，経済のグローバル化による主幹産業の空洞化，人口減少や少子高齢化の進
展によって，生業と生活の両面における担い手不足の問題を重要な課題として抱えている1）。し
かし，この問題は農山漁村だけの問題ではなく，都会に暮らす私たちの生活保全に密接に関係す
る問題なのである。なぜなら，日本の自然環境は生活や生産の場として利用されるなかで管理保
全されてきたからである（鳥越 2006）。そうであるがゆえに，その利用主体である地域社会や生
産組織をめぐる問題は，「水」や「食」といった私たちの生命の根幹に直結する問題であること
を忘れてはならない2）。
過疎や少子高齢化を背景に，これまで多くの地方自治体が地域外からの移住者の受け入れを推
進してきた。これらを後押しすべく，農山漁村における人的資源の確保をめぐる議論は，どのよ
うに移住者を増加させるのかという問いを追求することで，結果的に移住者を増加させるための
条件整備に議論を偏らせてきたきらいがある3）。しかし，地域生活の担い手の確保という議論の
根本に立ち返れば，移住者がなぜそこに定住し続けているのかという問いも同時に問われる必要
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があるであろう。
そこで，本稿は，社会学的ライフヒストリーの方法を用いて，現代の若者がサーフィンを通じ
て農山漁村における地域生活再編の担い手となっていくリアリティを再構成していきたい。そこ
から，現代における農山漁村の人的資源の確保をめぐる議論を捉え返してみたい。
2　先　行　研　究　
農山漁村における人的資源の確保をめぐる議論は，大きく 2つの流れから議論が進められてき
た。ひとつは農山漁村の環境整備に焦点化するものである。これらの議論の対象となるのは，住
居環境，労働環境，自然環境，交通環境，教育環境，地域社会関係など，論者の専門や関心によっ
て多種多様である。しかし，農山漁村の環境整備が整うことで農山漁村への移住者は増加すると
いう認識論的前提は共通している（金田 2009，熊野 2009，北村 2009，株木 2008，花村ら 2007，
田口 2003）。
もう一つの議論は，農山漁村と移住者の媒介に焦点化する議論である。これらの議論は，
① 行政・NPO・企業といった仲介組織に着目する議論（竹下 2006，土居 2005，山下 2003，岡
部 2001），② 情報媒体に着目する議論（石坂 2011，齋藤 2011，藤井ら 2008）に分けることが
できる。しかし，結論として，様々な仲介組織間における協同連携と情報共有を充足させること
で農山漁村への移住者は増加するという認識論的前提は共通している。
一見，着目点が異なるようにみえる上記二つの研究の流れではあるが，詮ずるところ，移住条
件の整備が移住者の増加に直結するという機能論的思考では固く結びついている。また，これら
の研究は，その機能論的思考から説明の難しい移住者の行為や論理を「田舎暮らし」や「スロー
ライフ」に対する “夢”という言説に還元してしまうきらいがある。つまり，これまでの農山漁
村における人的資源の確保をめぐる議論は，どのように移住者を増加させるのかという問いに重
きが置かれてきたと言えよう。これらの学術的貢献は，多様化する価値観の中で，どのような条
件を整備することで移住希望者の移住を促進することができるのかという制度的な道筋を明確に
してきたことである。しかし，これらの議論は，地域外に暮らす人々が移住しやすい環境を整え
るという意味で重要であるものの，地域生活の担い手の確保という議論の根本に立ち返れば，移
住者はなぜそこに定住し続けているのかという問いから考えてみることも同時に必要となってく
るのではないであろうか。
そこで本稿は，都市に暮らす若者が，なぜ農山漁村への移住を決断し，いまここに定住し続け
ているのかという論理に接近したい。その論理を描き出すためには，彼らの「生」のリアリティ
から離脱することは許されない。そこで本稿は，中野（1977）の社会学的ライフヒストリーの方
法論に学びたい。
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3　方法論としての社会学的ライフヒストリー
よく知られるように，社会学におけるライフヒストリー研究は，I・トーマスと F・ズナニエッ
キの『ヨーロッパとアメリカにおけるポーランド農民』（1918-1920）に代表される 1920代のシ
カゴ学派の生活史研究にその源流を持つものである4）。
本稿は，日本の社会学におけるライフヒストリー研究の先駆者である中野卓（1977）に倣いな
がら社会学的ライフヒストリーを方法論として採用したい。なぜなら，中野が社会学的ライフヒ
ストリーという方法論に込めた「軽視されがちであった普通の人々の生活の現実に言及する」（中
野 1995, p. 201）という立場，本稿の関心に引きつけて理解すれば，普通の人々の生活の位相か
ら既存の規範や研究概念を捉え直そうとする社会学観に，著者が首肯する立場であるからである。
佐藤（1995）は，中野の社会学的ライフヒストリーの方法論的特徴を個人・生活・口述と述べ，
その方法論的戦略を次の三つに整理できるという。それはすなわち，「第一に，個人というフィー
ルドへの自覚的なモノグラフ作成としての戦略があること，第二に生活という概念にこめられた
具体性を有する関係＝構造の対象化や，見えにくい私的領域での意味の探求という狙い，そして
第三に口述という方法に内在する特質である」（佐藤 1995, pp. 34）という。
このような方法論的特徴を持つ中野の社会学的ライフヒストリーであるが，中野は自身のライ
スヒストリーを「本人が主体的にとらえた自己の人生の歴史を，調査者の協力のもとに，本人が
口述あるいは記述した作品」（中野 1995, pp. 191）と呼ぶ。このように本人と研究者の共同作品
としてライフヒストリーを位置づける中野の狙いは，歴史的社会的現実をめぐる客観性の問題と
関連している。
ライフヒストリー研究に対する客観性の問題として一般的にあげられるのは「語られた生」と
「生きられた生」は異なるのではないかという批判である。それに対して中野は，「時間の経過の
なかで記憶違いや記憶の薄れからくる意味付けのズレは生じるが，しかし，それらと作為的な歪
曲とは区別されなければならない。出来事の直接的経験と過去の経験の記憶，回想またその語り
のいずれにも見出される本人の解釈を，恣意的な歪曲や創作と同一視」（中野 1995, p. 207）して
はならないと述べる。その根拠として「“生を経験すること”は，行為者が自分の生に “意味付け
をすること”を含み，それは，自分の生を自分なりに認識しその認識において解釈することであ
る。“生きられた生”は経験されることによって本人にとって現実となる」（中野 1995, p. 203）か
らであるという。つまり，本人によって意味付けをされた生だからこそ，そこに本人にとっての
現実が存在すると中野は考えるのである。そして，自己の過去を意味付けすることで，現在の自
己に彩りを与えながら生を全うしようとする営みに，中野は人々の創造性をみるのである。そう
であるからこそ，中野は社会学的ライフヒストリーを「“客観的な事実”の再構成ではない」（中
野 1995, p. 195）が，同時に，「フィクションとみなすのも誤り」（中野 1995, p. 192）と理解する
のである。
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その上で，中野はライフヒストリー研究の志向すべき方向性を次のように述べる。それは，「彼
らの内面から生活史を聞くことを通して，それを人間的現実として共感をもって理解した結果，
われわれが歴史的現実とみなしてきたことへの意味を，柔軟に再構成する用意をもち，それらを
組み入れた新たな認識のもとに，われわれの生きてきた歴史を解明したい」（中野 1995, p. 216）
というものである。つまり，中野はライフヒストリーが歴史的事実を忠実に再現したものでない
にしても，本人が意味づけた現実であるからこそ，私たちや社会一般を支配する通念や歴史的事
実の更新を迫る力を持つという。
このように中野の社会学的ライフヒストリーという手法は，社会学が不得意とする時間や主体
的論理を組み込むことを可能にすることで，我々の通念の認識論的転換を迫る方法論なのである。
4　調　査　概　要
本稿は，2010年 8月から 2012年 11月までの断続的なフィールドワークにもとづいている。
なお，ライフヒストリーの聞き取りと記述に関しては本人に了承を得ており，姓名は仮名，地名
はイニシャル表記とすることで公表の許可を得ている5）。
5　龍太郎の夢 ─ 山川龍太郎（仮名） ─
5-1　はじめに
ここは南房総の A市。大陸棚が続く沖合には四季を通じて黒潮が北上してくる。温暖な気候
に恵まれたこの土地は県下有数の沿岸漁業の基地である。一方で，戦前から首都圏近郊の海水浴
場や観光地として発達し，70年代以降はサーフィンのメッカとしても有名である。観光や医療
による安定した職場，温暖な気候，年中パワフルな波が打ち寄せる A市には移住してくるサー
ファーが後を絶たない。
太陽がジリジリと照りつける午後，早朝からの漁を終え，彼は自宅でゆっくりとした時間を家
族と過ごしていた。色黒で整った顔立ち，日々の漁撈によって鍛えあげられた 185 cmを超える
細身の肉体は美しい。
山川龍太郎さん（仮名 : 1970年前期生まれ，首都圏内位置する千葉県西部の出身）は，2000
年頃に都心から波を求め A市へ家族（妻・娘二人）を引き連れ移住をした。数年前から（2012
年 11月現在），A市で定置網組合の船員として働いている。いつでもやわらかな表情と言動の彼
は，漁船の上では「龍」「龍さん」という愛称で呼ばれ，いわゆる「イジられキャラ」として定
着している。休日や漁を終えた午後は，もっぱら家族と一緒に時間を過ごす。週に数回は，家族
や漁師仲間と一緒にテニスやサイクリングを楽しむ。めっきり回数は減ったが，月に数回はサー
フィンもする。
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龍さんは，現在の夢を，恥じらいを込めて次のように語る。「俺の今の夢は，この生活を維持
していくこと。小さな幸せって感じで，少し恥ずかしいなあ。漁師っぽくないんだけど。でも，
これまでいろいろあったから…。今は，本当に今の自分に満足している。この自分であり続ける
こと，この生活を続けていくこと，それが今の目標だし，夢かなあ。」
ではなぜ，龍さんは「今の自分」と「今の生活」を結びつけることで，一見すると淡々とした
日々の持続を夢や目標として語るのであろうか。この問いを切り口に，彼の語るライフヒストリー
を再構成していきたい。
5-2　俺の存在証明
兄貴が一人の二人兄弟。小さいころから，ずっといじめられっこだった。うん，たぶん，自分
を出せなかったんだね。引っ込み思案というか，恥ずかしがり屋というのかなあ。結局，自分に
自信がなかったんだと思う。小学校 4年生から 6年生のソフトボールなんて，ずっと補欠。努力
する強さがないから，だから，いじめられたんだと思う。今からすれば，もっと努力しろよって
思う。努力すれば，強くなれるし，人生どうにかなるのに…。悔しいけど，強さが足りなかった
んだと思う。今でも，強いかって言われると困るけど…今も強さが足りないかなあ，努力が足り
ないかもなあ。
だから，今は，結果は伴わなくても努力することに決めてる。ずっと，努力できない人生だっ
たから。うん，なんか，その後悔を，今，取り返すっていうのかなあ。正直，今は，小 4ぐらい
から人生をもう一度やり直している感じがあるんだ。昔は，純粋に楽しむ，純粋に努力すること
を “カッコ悪い”って感じていた自分がいた。バカだよね。でも，テイチ6）に入ってからモード
が変わったんだ。本当に自分でも驚くぐらいに。テイチは，努力しても給料が上がるわけでもな
いし，魚が取れるようになるわけでもない。最終的には自然まかせの仕事。だから，努力の全て
が結果に結びつくわけじゃない，だからこそ，努力をすることが一番に大切な場所なんだ。そう，
結果が評価になる場所じゃないから，努力して皆に認めてもらうことが一番大切な場所なんだ。
うん，なんか，今の俺は，自分らしい生き方をしているって言えばいいのかなあ。努力して強
くなって，とにかくワクワクして毎日を楽しんで生きている感じがしてる。言葉はいらない，言
葉じゃないんだよ。これって，世間一般的な価値観とは違うことでしか証明できない気がするん
だ。お金とか自動車とか言葉とか。努力して強くなって一人前になって，ワクワク生きて。なん
か，こんなふうに努力できる自分がいる生活そのものが，俺の存在証明をしているって感じかな
あ。僻みじゃないけど，小中学校の友達に，今の俺を見せてやりたいよ，絶対に驚くよ，あの龍
がってねえ。
5-3　無気力な俺
俺さあ，恥ずかしいんだけど，20代後半まで親のすねかじって生きてきたんだ。そんな人生
246 東北福祉大学研究紀要　第 37巻
の始まりは中 3。高校受験の勉強を全くしなかったんだ。本当に時間を無駄に食いつぶしてた。
正直，中 1・2年生の頃は，抜群に英語ができたんだ。だからかな，自分では勉強ができるって思っ
てたなあ。やればできるって。でも，やらなかったんだ。その結果が高校受験の “とんでもない
挫折”。
中 1の頃は，無意味に偏差値 60ぐらいの高校に行くつもりだった。正直，志望動機は女子が
多い学校だから，本当に不純だよね。でも，蓋を開けたら全然偏差値が足りない。結局，公立に
目標を変更するしかなかった。その公立は 3人に 1人ぐらいしか落ちない高校だから，少し偏差
値は足りなかったけど，勝手に受かると思ってた。だから，ろくな勉強もしない。だからだと思
う，結局，その公立に落ちたんだ…。合格発表の日は惨めだった，一生忘れられない。一緒に受
験した友達は全員合格，なのに俺一人だけ落ちてた。一人で帰って大泣きした時の，あの惨めな
感情は忘れられない…。うん，なんか “壊れた”って感覚だった。今でも鮮明に覚えてる…。
結局，高校は親に勧められて受験した “すべりどめ”の私立男子校に通った。うん，なんか，
俺の青春は終わったって思ったね。だって，女子が居ないんだよ，夢破れたって感じ。だから，
高校は “無気力の極み”だよね。部活で始めたテニスぐらいかな，気晴らしって感じのものは。
でも，俺は弱虫だから，グレるってことはなかったね。タバコも吸わないし，アウトローなこと
は一切なし。事件もイベントもない無気力な高校生活。
高校生活って何してたっけな。夏休みに友だちと海に行ったな。あ，高 1の冬だったかな，友
だちとスキーにも行ったな。そこで，女子高生と触れ合ったの。ほら，俺は免疫ないから，その
子達とたった 3時間一緒にいただけで一人の子を本気で好きになってたなあ。でも，全員写真を
一緒にとっただけ。あー，早く行動しろよって，今は思うよ。
あ，そういえば，スクールバスに乗らないで，わざわざ女子高生の乗る市バスに乗って通学し
てな。バカだよね，別にアクションするわけでもないのに，ただ女子がいるっていう理由だけで，
市バスで通学してた。今考えてみれば，本当に親に無駄金を使わせたなあ。私立高校に市バスで
通って，なのに無気力だったからなあ。親に申し訳ないことをしたよ。
そんな高校生活だから，“女子のいる大学”へ行くって妄想を膨らましてたな。当時の目標は “女
子のいる大学へ行く”。バカだよね。当時は，高卒で働くってことは一切考えなかった。正直，
大学ならどこでも良かった。東京，沖縄，北海道どこでもいい，とにかく大学へ行く。自分の知
らない土地でさ，一からやり直したいって思っていたんだと思う。それで，4から 5校を受験した。
でも，ぜ～んぶ落ちた。だって，努力しなかったから。今からすれば，そりゃあ落ちるでしょっ
て思う。でも，あきらめられなくって，専門学科に通う事にしたんだ。
5-4　別キャラの俺
映像関係の専門学校。しかも，東京のど真ん中。実家から通った。そもそも女の子が目的だか
ら，勉強に関しては無気力。今から思えば，遊びに行ったようなもの。だから，専門でははじけ
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てた。うん，なんか，調子づいてるっていうのかな，キャラを作ってるというのかなあ。だって，
挨拶でおっぱい揉んだりしてたからなあ。入学してすぐに彼女ができたんだ。なんか，デートに
行くような，付き合ってるような，いないような感じだったなあ。今から見れば，十分彼女なん
だけど。でも，ほら俺，はじけてたから。なんていうの，どの学校にも “カッコイイ集団”って
あるじゃない。で，その “カッコイイ集団”に俺が入ったわけ。今思えば，一生懸命にイケイケキャ
ラ演じてたなあ。勉強なんて一切しない，学校にも行かない毎日だった。
入学してすぐの夏に，伊豆諸島の神津島へ，その “カッコイイ集団”で女の子たち連れてキャ
ンプに行ったんだ。俺は，本当に無理してイケイケキャラ演じてた。防波堤の上でバンバン花火
して駆けつけた警察を睨むくらい。本当はビビッてんのに，別キャラ演じてた。でも，無理して
別キャラ演じてるから，結局はみんなに「総スカン」くらって。「何アイツ」みたいな感じで。キャ
ンプのテントの中で俺の悪口を皆でしてるんだよ…。中学の時のイジメよりきつかったなあ。目
の前だったから。それで，9月から専門に行かなくなった。心配してくれるのは，入学直後にで
きた彼女だけ。学校に来ない俺を心配して，毎日，家に電話してくれる本当にいい子だった。で
も，俺は無気力になってたから，電話を受けるのは親，俺は彼女とは話さなかったし，会うこと
もしなかった。それでも，3月ぐらいまで電話をくれていたなあ。本当にいい子だった。久々に
思い出したな，専門の話は忘れようとしている過去だから。でも，今の俺なら，受け入れること
ができそうだなって感じがするよ。俺も変わったな。
5-5　待ち望んだ青春
専門行かなくなってから，夜のカラオケでバイトを始めた。なんとなく働いている自分，それ
に満足するしかなかったんだろうなあ。そういえば，六本木で焼肉屋のバイトもしてたなあ。当
時は，まだバブルの余韻がまだまだ残ってる時代だったから，バイトでもなんとかなるって思っ
てたんだよね。それに，六本木でバイトすれば，ひょっとすると憧れの芸能人に会えるかもって
思ったんだ。あー，本当にミーハーなバカだよね。そんな調子だから，何の努力もしない。何も
しない。ただバイトするだけの毎日。しかも，昼夜の逆転した生活だから，専門学校には全く行
かなくなった。でも，親が親戚から金借りてさ，学費を払ってくれてたんだよね。結局，後期分
の授業料をドブに捨てて，2年目で退学してしまった。そのまま，27歳までフリーター。だから，
19から 27歳までずっとフリーター。実家暮らしだったから，ばつが悪かった。だって親がやさ
しいから…。それで，家の中ではずっと不貞腐れてた。本当，俺は世間でいうニートとかを批判
できないんだよ。
でも，19歳になって車の免許とったら，ふと思ったんだよね。「あ，サーフィン行けるって，
俺サーファーになれる」って。バイトのお金で衝動的にサーフボードを買ったんだ。ファッショ
ン雑誌見て，当時で 4万円ぐらいの。でも，実は高校の頃からサーフィンに憧れてたんだよね。
高校にサーファー軍団がいたんだ。金髪，色黒くて，腕が太くてゴツい。普通じゃないなーって
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感じで，遠目から憧れてたんだあ，俺もサーフィンやりたいなって。それで，高 3の時に友達と
一度だけ外房にサーフィンに行ったことがある。正直に言うと，中学の時，夏休みに B市（A
市の隣町）にある親戚の別邸へ泊り行ったことがあって，その時に従兄弟にサーフィンをやらし
てもらったことはあったんだよね。
でも，サーフボード買っても，最初はほとんどやらなかった。それでも，なぜか満足してたな
あ。うん，なんか，車にボード積んでるだけで満足するっていうのかな，本当，憧れとスタイル
だけ。でも，22か 23歳の頃，高校の知り合いのつながりで知り合った人にサーフィンを教えて
もらうようになった。それからかなあ，本格的にサーフィンを始めたのは。サーフィンにハマっ
て，24歳ぐらいで六本木のバイトは止めたなあ。
22から 27歳ごろまでは最高に楽しかった。今思うと，親のスネかじって申しわけないけど。
うん，なんか，自分なりに青春を追い求めていたのかなあ。無気力な中高，専門も中退だったか
ら。実家暮らしだから，バイト代を全部使って，夏は週に 4・5回サーフィンして，冬は毎週ス
ノボーしてた。楽しんでたなあ。今思えば，この頃の俺は本当に青春してたんだなあ。でも，引っ
込み思案な性格はそのままだから，女遊びはしなかった。好きな子はすぐできるけど，告白しな
いし誘えない，なんか，すましてる感じだったなあ。ダメだよね。
でも，夜のカラオケボックスのバイト仲間，この仲間が最高のやつらだった。うん，なんか，
人生で初めて “自分の場所”っていうのかな，いや “自分達の場所”を見つけたって感じだった。
大学生とかフリーターとか 8人ぐらいの仲間で，バイト止めた仲間も遊びに来て，カラオケ屋に
入り浸ってた。自分たちの場所だったなあ。当時は，カラオケ全盛期だったから，汗だくになっ
て働いた。客が何時間待ちって時代だったから。閉店までずっと満室。このころの俺は，サーフィ
ンで体が黒くてゴツくて，正真正銘の本物のサーファーって仲間に見られてて，俺もそう思って
生きてた。うん，なんか，あの頃は，サーフィンが俺の存在価値だったなあ。
5-6　就職と恋
でも，27歳頃になると，カラオケ屋もたくさんできて，バイト先の客がいなくなって，仲間
もどんどんいなくなっていった。結局，最後の方まで残った俺も，別の仕事を探すことになって，
28歳の時に，仲間のリーダー格の先輩が料理器具会社を紹介してくれた。そう，それで，俺の
就職を喜んで親が大泣きしたんだ。あの大泣きして喜ぶ親の姿は忘れられない…。ああ，相当な
気苦労させてたことを改めて実感して，胸が締め付けられた感情は覚えてる…。その割には親孝
行できてないな…。
仲間とも就職や結婚で会えなくなっていった。うん，なんか，みんな落ち着いていく感じがし
て，自分だけが取り残された感じがして，すごく寂しかったのを覚えてる。「なんで，このまま
でいいじゃない。みんな社会人になってスーツなんか着て，なんだよって」思ってた。それより
も，みんなでスノボーに行こうよって。それから，一人でいけるサーフィンにますますハマって
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いた。だから，当時は，仕事が邪魔っていう感覚で生きていた。うん，なんか，サーフィンが人
生の中心で仕事が付属品って感じかなあ。自分から，決めて就職したわけじゃないから，仕事に
は無気力だった。引っ込み思案は変わらないから彼女も居ない。
でも，2年目に，不思議な事に専務に気に入れられてデパートの営業を任さられるようになっ
た。毎日バチッとスーツを着て，銀座とかのデパートまわって，「え，俺，都会人」って感じで，
仕事が楽しくなってきた。営業先はデパートだから，女の子ばっかりだし，ウケも良くって。し
かも，気になる子ができたから，ますます楽しくなってきた。その子は，デパートの子にしては
ケバケバしくなくて，みんなにからかわれても，いつでもニコニコしてる子だった。正直，目立
たない子だった。でも，俺，どうしてもその子が気になってしかたなくて。勇気出して誘ったん
だ。それで，カラオケ時代の仲間とか含めて，スノボーに行ったんだ。引っ込み思案の俺がだよ。
しかも運良く，その子のいるデパートが自分の担当になって，その子に会いたくて，毎日楽しく
仕事するようになって，気がついたら，自然に社会人になってた。
その子とは急速に仲良くなっていった。うん，なんか，自然に恋人になったって感じだった。
正直，「人生ではじめて付き合った」って感じだったな。恋愛ってこれのことだったんだって。
正直，思い出すのも恥ずかしいくらいラブラブで，いつも一緒にいたかった。本当に，毎週末デー
ト。まあ，デートっていっても，全部サーフィンだったけど。九十九里に行って，彼女が俺のサー
フィンを優しく見守ってる。当然，周りはあきれてたけど，本当に幸せだったな。彼女を実家に
も連れていったんだ。そうしたら母親が喜んで喜んで。「龍が彼女連れてきた」って興奮してた。
そりゃそうだよ，それまでグダグダの人生だったから。その子が今のカミさん。
今考えると，デパートの営業の仕事には，何か運命みたいなものを感じる。その仕事のおかげ
で，フリーター気分から抜け出して，カミさんとも出会ったんだから。でも，当時は，仕事自体
には疑問を持ってたなあ。うん，なんか，この仕事を一生続けるってイメージは持てなかったな
あ。サーフィンは週一回出来ればいいほうだっただし，ああこのままだとサーフィンができなく
なるなって。
5-7　人生は金じゃない
29歳の時，「できた」んだよね。それが今の長女。正直，不思議な感じだった。嫌とは違う感覚。
うん，なんか，親になるのかあって感じだったなあ…。結局，結婚しても，給料安いから，家族
は養えないってことになって，カミさんの埼玉の実家のある街に引っ越して，カミさんの伯父が
経営する鉄工所で働くことになった。なんか，普通にそんな話になって，気づいたら埼玉にいたっ
て感じだった。家族のために子供のために必死で仕事を覚えた。半年で一人前の職人になったん
だ。正直，無茶苦茶になって頑張った。収入も月に 60万ぐらいになって経済的には本当に豊か
になった。実家の近くにアパート借りて暮らし始めたんだけど，家族は実家にずっといる。うん，
なんか，マスオさん状態っていうのかなあ。実際，家族はみんな幸せだったと思う。でも，俺は
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工場で働いて寝るだけの毎日。そう，稼ぐだけの毎日。サーフィンからどんどん遠のいていく。
もちろん，休みがあればたまにサーフィンに行く日もあった。でも，子供は小さいし，マスオさ
ん状態だから。家族を置いて一人では行きづらかった。正直，葛藤はすごくあった。なぜ，俺は
サーフィンをやめられないのか…，家族のために生きればいいじゃないか…。でも思うんだ…，
俺からサーフィン取ったら何が残る…。サーフィン取った俺は何なの…。そんな考えが頭からは
なれなかった。
引っ越してから 1年ちょっとしたぐらいと思う。きっと，その葛藤が臨界点に達したんだと思
う。俺は，不満とか葛藤とか自分の中に閉じ込める性格だから。気がつけば，夫婦げんかの毎日。
本当に喧嘩だらけ。モノによく当たったなあ。アパートの壁を壊したこともあった。ああ，それ
で，終いには，手をだしてたんだ…。ああそうだ，俺は手を出したんだ。最悪だなあ…。恐ろし
いな…人間っていうのは，自分が手を出したこと，記憶から消してた。本当に最悪だ…。
そんなある日だった。仕事から帰って，些細な事で，また夫婦喧嘩になった。俺は，金を握り
しめて，カミさんに投げつけてた。それで，「人生は金じゃねんだよ，金じゃねんだよ」って叫
んでた。心の底から叫んでた。それでカミさんは悟ったんだって。「ああ，この人にはサーフィ
ンが，海が必要なんだ」って。それで，二人で移住を決めたんだ。自分の親は猛反対。母親に大
泣きされたよ。でも，「夫婦で決めたこと，そうさせてください」って説得した。相手の両親は，
本心は反対だったと思うけど黙認してくれた。夫婦の間で，このままだと全てダメになるって合
致してたからかなあ。今からすれば，うん，なんか，あの頃は問題の原因をサーフィンが出来な
いことにしていたけど，その原因は自分で選んでいない人生だったからじゃないかなって思う。
自分で選んだ人生じゃなかった。やっぱり，俺は弱虫だなあ…。だからだと思う，今の毎日が「金
じゃない人生」を証明することなんだ。金がなくても，いい車がなくても，努力して自信持って
ワクワクして生きる，これを証明することが，今の自分，今の生活なんだと思う。
5-8　A市への移住
移住先を A市にしたのはカミさん。A市を選んだ理由は「女性の理由」。学校とか買い物とか
職場とか，そういう理由。カミさんもさんざん俺のサーフィンに連れ回されて海のある街のこと
はよく知っていたから。自分は，ただサーフィンができればよかった。でも，今から思えば，た
だ誰も知らない土地へ行きたかっただけかもしれないなあ。
A市に来て，不動産屋に紹介されたのが駅にも海にも近いこの家。当初は賃貸物件を考えてた
んだけど，結局は，ローン組んで，土地買って，家を建てることになった。まあ，モデルハウスっ
てことで少し安くなったんだけど。でも，今から思えば，A市に家建てるってことは，移住に対
する決意表明みたいなところがあったのかもしれないなあ。
この移住には，金銭的なことはもちろん，あらゆる面で相手親が支援してくれた。本当にあり
がたかった，今の生活があるのは本当に相手親のおかげ。面と向かっては反対とは言わなかった
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けど，娘と孫がいなくなる，しかも，移住先の仕事が決まってない。正直な所，本当に不安だっ
たと思う。それなのに支援してくれたんだから…。そのありがたさは言葉にはならない。反対さ
れて当たり前の無謀な行為だったから。
仕事探しは，家のローンもあるし，急な移住だったから，ハローワークの求人広告から選んだ。
その時も，漁師でサーフィンするってイメージは持っていた。「波が穏やかな日は漁，シケはサー
フィン」って話は知っていたから。でも，その時は，どうやって漁師になればいいのかわからな
かった。結局選んだ仕事は，「3日仕事 3日休み」っていう B市（A市の隣町）にある半導体工
場の仕事。その仕事を選んだ理由は単純。3日休みだからサーフィンやり放題だって思ったんだ。
今から思えば，甘い考えだよ。だって，サーフィンの事しか考えてない，子どもや家族のことを
考えてない。
その半導体工場の仕事は，本当に単純作業7）。ただ，ボタンを押すだけ。本当に，人間じゃない。
だって，ずっとボタンを押し続ける，これがただただ繰り返されるだけの仕事だった。何も考え
ない，まるでロボット。この毎日が繰り返され続けるのかと思うとゾッとした。今思い出しても
ゾッとする。しかも，作業員は全員，派遣会社からの契約社員。少し業績が悪いとすぐクビ。そ
の反動からだと思う，サーフィンは本当に毎日だった。そのために移住したんだから。でも，1
年ぐらい働いたら派遣会社が工場から撤退することになった。工場の業績が悪かったんだと思う。
それで，結果的にやめたい仕事をやめることができた。本当に不思議なんだよ。俺がね，あーや
めたいな，やめなきゃなって思っていると，いつもその会社がだめになるんだ。カラオケの時も
そうだった。不思議なんだ。俺にはそういう力がある気がする。本当の話だよ。
5-9　自分らしさと仕事
それからは，自分のしたい仕事を優先に考えるようになった。結婚前の営業，あの仕事は自分
に合ってると思ってたんだ。うん，なんか，人と触れ合う仕事っていうのかなあ，人と関係する
仕事に就こうって考えるようになった。それで，A市のホテルに電話して，飛び込みで仕事を探
したんだ。そうしたら，面接してくれるホテルがあって。面接では，必死だよ。人と触れ合うこ
とに喜びを感じますって猛烈にアピールしたら，採用してもらえたんだ。観光業って，この街ら
しい仕事だし，ホテルマンとしてラウンジやレストランで接客する仕事は楽しかった。でも，お
金がね，手取りで月に 14・15万ぐらいだったのかな。それで，カミさんから「生活出来ません」っ
て言われて，次の仕事をすぐに考えるようになった。
それで考えたのが，整体師とかマッサージの仕事だった。人を癒す仕事だから。ホテルマンに
なってから直ぐに勉強を始めた。6ヶ月ぐらいホテルマンしながら独学で勉強した。整体師って，
国家資格じゃないから，誰でも開業できる。それで，自宅で開業したいってカミさんに相談した
ら，徹底的に打ちのめされた。考えが甘い，お客を騙すことになるって。それで，3年後の独立
を前提に C市（A市の隣町）の整体院で修行を兼ねて勤めることにした。だから，結局は，ホ
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テルマンは半年くらいかな。
自宅から一番近い整体院を選んだ。それでもその整体院までは車で 1時間半，月の交通費は 7
万ぐらいした。でも，交通費は支給されないから，正直，生活は苦しかった。朝早く家を出て，
帰宅は11時ぐらい。子供の顔は寝顔以外見たこと無い生活だった。それに増して苦しかったのは，
人を癒す仕事を選んだはずが，人を癒さない仕事だったってこと。自分に合った仕事を選んだは
ずだったなのに…。例えば，患者さんに「良くなった」って言葉は絶対に禁句。だって「良くなっ
た」ら，もう通院してくれなくなるから。予約に来なかったお客には電話。人を癒す仕事をって
選んだのに，患者さんを癒すどころか，なんか，商品を扱う感じ。それで，ああ自分には合わな
いなって感じるようになっていった。でも，矛盾を抱えても，必死に働いたよ。家族のため，ロー
ンのためって。でも，今から思えば，精神的には壊れる寸前だったのかもしれないな。だって，
考えに考えて選んだ仕事が自分に合わない仕事だと思ってしまったから。うん，なんか，自分に
合う仕事はないって絶望なのかなあ。さらに辛くさせたのが，家族との時間が全くなかったこと。
本当に，家族との時間，夫婦の時間が少なかった。
そんなこと考えているうちに，休日，自宅でカミさんの友人とか知り合いを相手に，無料でマッ
サージとか整体をすることを始めたんだ。これをしていたおかげかな，精神的なバランスがなん
とか保てていたのは。本当に，人の体を真剣に治してあげる，しかも無料で。みんなに感謝され
るし，整体をやってよかったなーって思える時間だったから。この頃からかな，サーフィンはあ
まりやらなくなってきたのは。まあ，サーフィンする時間がなかったからね。
5-10　漁師の世界 ─ 仲間と俺 ─
その自宅のマッサージが，不思議な縁を運んできてくれたんだ。マッサージを長い期間やって
いると，いろいろな話をするようになる。気楽な話から深い話まで。人生相談になることもある。
そんな深い話をするようになった人の一人が，この街のアグリ8）船員だったんだ。その人には，
自分の悩み話を聞いてもらったりもしてた。それで，その人から漁師という仕事の話を聞いてい
るうちに，だんだん漁師って仕事に興味をもつようになってきた。それで，思い切って話したん
だ。「漁師ってどうなんですか ?　俺，実は興味あるんです。どうすれば漁師になれますか」って。
まさか自分から，漁師を仕事に選ぶとは夢にも思わなかった。だって，漁師だよ。人を癒す仕事
でもないし，全く未知の世界だし。自分でも驚いたのは覚えてる。なに言ってんだろ，俺って。
でも，その漁師さんが「オレに任せとけ。聞いてやるよって」言ってくれたんだ。それで，「テ
イチは空いてるけど，どうする」って聞かれて，「お願いします」って答えたんだ。そうしたら，
早速，テイチの船員と連絡とってくれて，具体的な段取りも組んでくれて。あれよあれよという
間に，船頭に会いに行く事になった。
午後 3時ぐらいだったと思う。娘連れて，テイチの納屋にある船頭の部屋を訪ねたんだ。娘は
ぐっすり寝ていた。今思えば，その頃の俺は精神的にも金銭的にも切羽詰まってたんだと思う。
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だからだとは思うけど，漁師の世界を知らなかったとはいえ，いきなり船頭に「お金に困ってる
んです。年収はどれくらいですか ?」って聞いたんだ。バカだよ。そしたら，船頭の顔が変わって，
初対面でいきなり怒鳴られた。「じゃあ，おまえは魚取れなくなったら，やめるのか」って，「と
なりの船でよく漁があったら移るのか」って。怒られた理由も分からずに，とにかく必死に謝っ
て，「やらしてください。乗せてください」って必死に頼んだ。それしか出来なかった…。初対
面の人に怒鳴られるのは初めての経験だったから，すごい記憶に残ってる。最終的には，船頭が
「明日から来なさい」って言ってくれて，船に乗ることになった。
これは後で知ったんだけど，そのアグリの人が口をきいてくれたから，俺はテイチには入れた
んだ。テイチってところは，本人が入りたいからって簡単に入れるところじゃない。ちゃんとし
た人が口をきいてくれることとか，その時にたまたま人が足りてないこととか，いろんな条件が
重ならないと，テイチに入れない。俺はラッキーだったんだって，今は思う。当時は，そんなこ
とは思わなかったけど。うん，本当に，俺ってラッキーなんだよ。テイチに入りたくても入れな
い人はたくさんいるから。
あ，あと，今なら船頭が怒る理由も理解できるよ。とにかく普通の職場と違って，テイチって
ところは “稼ぎ場”じゃないんだ。ただ，お金を稼ぎにくるための場所じゃない。アグリみたい
に船員がコロコロ変わるような他の船は，正直，お金のために船に乗ってる連中がいる。でも，
テイチは違うんだ。うん，なんか，仲間っていうのかな。テイチでは，自分達のことを「仲間」っ
て呼ぶんだけど，仲間が一緒に生きていく場所なんだ。
みんな，言葉は悪いよ。どなるし，人をからかうし，普通ならいじめてるようにしか見えない
ようなことを平気でやる。クレーンで人吊り上げて海に落としたり，平気で殴るし。でも，いざっ
て時は自分の身を投げ出しても仲間を守る。仲間が海に落ちたりした時は，飛び込んで仲間を絶
対に助ける。
そういえば，まだテイチに入って間もない頃だったな。たまたまぶつけた車がチンピラので，
しつこく絡まれたことがあるんだ。その話をどこから聞いたのか分からないけど，船頭が「俺が
話しつけてやる」って助けてくれたことがあった。船頭は本物の漁師だよ。その時が初めてかな，
あ，俺，守られてるって感じたのは。うん，なんていいうのかな，とにかくすごい嬉しかったの
を覚えてる。あ，俺も仲間なんだなって…。
そう，ある夏に，台風で網が全部流されたことがあった，その時も仲間を感じたな。その時は，
すごい被害で操業できるようになるまで 3～4ヶ月ぐらいかかった。その間，給料は基本給だけ。
正直，生活できる額じゃない。でも，誰もやめなかったし，やめたがる奴もそんな雰囲気もなかっ
た。普通の職場じゃ考えられない。自然相手の仕事だからってのもあるけど，うん，なんか仲間
を裏切らないっていうのがしっかりある場所なんだ。
でも，はじめのころは，本当に辛かった。マニュアル無し，誰も何も言ってくれない世界。は
じめて 1・2ヶ月の頃は，まだ，無気力な俺が残ってたんだと思う。うん，なんていうんだろ，
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言われなきゃ動かないっていうのかなあ。たぶん，純粋に楽しんだり，純粋に努力することをカッ
コ悪いって考えてる俺がまだいたんだと思う。でも，俺の教育係になった前野さんにハッキリ言
われたんだ，「やる気ないなら教えない。さっさとやめろ」って。前野さんは，本当に苦労した
人なんだ。俺と一緒で，サーフィンでここに来た人だし，関西から来た人だから。サーファーと
かよそ者が結構いる俺が入った時とは違って，前野さんの時は周りの対応が今よりもきつかった
と思う。そんな苦労した人だから，きびしい言葉をわざわざ俺にかけてくれたんだと思う。
前野さんの言葉で，やっと目がさめたんだ。それからは，体使って，自分から，がむしゃらに
見よう見まねで働いた。自分では頑張ってたつもりなんだけど，それでも，ずっと仲間からボロ
クソに言われ続けた。正直，精神的に辛かった…。何度か辞めたいと思うときもあった。なんて
いうのかな，テイチってところは “自分をさらけ出さないといけない場所”っていうのかな。と
にかく，自分を隠すと皆から攻撃に合う。いじりの対象になる。今思えば，皆の前では一緒にボ
ロクソに俺をからかうんだけど，裏ではボソッと「龍さん，自分出しなよ」ってアドバイスくれ
る仲間もいたんだ。でも，その時はその意味を良く理解してなかった。でも，今なら理解できる，
自分を隠すと，仲間になれないってことなんだよ，たぶん…。俺，小さい頃から，ずっと引っ込
み思案というか，恥ずかしがり屋というか。うん，なんか，自分に自信がない人間だったから。
だから，テイチに入った時も，自分を隠してたんだと思う。そんなだから，仕事を転々としてき
たんだと思う。でも，今は，自分に合った職場っていうのは，自分を隠さないでもいい職場だと
思うようになった。それが，今なんだと思う。
そう思えるようになったのは，あるキッカケがあるんだ。実は，みんなの前で，一度，本気で
キレたことがあるんだ…。それは，テイチに入って 1年ぐらいした時だと思う。それ自体は大し
たことない，いつものいじりなんだけど…。ほら，俺って，思ったことを溜めちゃうタイプじゃ
ない。テイチに入ってから，ずっといじられ続けて，溜まりに溜まった感情を，その時はもう抑
えられなかったんだと思う。「そんなに楽しいか，そんなに楽しいのかよ」って，本気でキレた
んだ…。うん，なんか，何も考えないで自分の感情が素直に出てきたんだ。そうしたら，それを
見ていた仲間が「あいつは頑張ってんだよ」って，俺をいじった仲間たちに言ってくれたんだ。
それからかな，だんだん，仲間になったかなって思える時が増えてきたのは。今思えば，からか
うってことは，「自分を隠すな」「自分を出せ」ってことなんだと思う。要するに，仲間になれ，
自分を出せって意味を込めて，俺をからかってたんだと思う。だから，今は，からかわれたら，
逆に嬉しい時もある。最近は “エロ龍”とか “龍きち”とか呼ばれるようになってきたし…。
それで今は，仲間の絆を感じられるようになってきたし，テイチのみんなを仲間と思うように
なってきた。そう，テイチの仲間のすごいところは，仕事の終わった後でも一緒にいる時間が多
いことなんだよ。俺だったら，前野さんとは，今でも本当に家族で世話になってる。年齢も近い
し，家族ぐるみで一緒に食事したり，たまには一緒にサーフィンもする。前野さんは，いいこと
悪いことなんでも，思ったことを直ぐに口に出す漁師らしい漁師だから，思ったことをためこん
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じゃう俺とは全く正反対の人なんだ。でも，不思議と合うんだよね。あと，一緒の持ち場の石上
さんともよく一緒に遊ぶ。石上さんとはテニス仲間で，今じゃ一緒に大会に出たり，石上さんの
テニス仲間達のテニス合宿に混ぜてもらったりしてる。本当に，石上さんはスパーマンだから，
体強いし，頭いいし。テイチって所は本当にいろんな人がいる。
そうそう，テイチの旅行はすごいんだよ。みんなで旅行に行くんだ。テイチの全員だよ。しか
も，旅行代金はテイチが持ってくれる。今の時代にだよ。すごいよ。京都とかグアムとか。皆で
ここぞとばかりに，めいいっぱいハメ外して遊ぶんだ。だからだと思う，旅行から帰ってきたら，
うん，なんか仲間意識が強くなるっていうのかな，とにかく “仲間”って感じになるんだ。船頭っ
て人は本当にすごいよ…，だって，それを分かって旅行やお参りに毎年行くようにしてるだから。
こういう船頭の下で “仲間”になっていくんだろうな。船頭は本物の漁師だよ。そんな船頭の下
で “仲間”の一員だって思える自分が，本当に嬉しい。だから，充実した生活になっているんだ
と思う。今のテイチでは，俺は一人じゃないんだ。
5-11　俺の太陽
でも，正直，漁師になって一番嬉しいことは，夫婦関係が良くなったことなんだ。少し恥ずか
しいけど。仲間と必死に仕事を頑張って，充実して家に帰ってきても，まだ昼間9）。だから，子
供が幼稚園の頃はお迎えに行ったり，小学生になったら宿題の面倒見たり，家族との時間が本当
に増えた。こんな風に家族との時間を過ごせるから，夫婦の関係は本当に良くなった。やっぱ，
夫婦関係が良いと幸せじゃない。そう思わない。
今の生活は，やっぱり，精神的にも金銭的にもバランスがとれていると思う。今の自分には，
仲間に恵まれて仕事も充実しているし，時間もお金もそれなりにある，このバランスがちょうど
いいんだ。これまでは，お金は良くても仕事ばかりで時間のない生活だったり，仕事はいいけど
時間もお金もない生活だったから。今のバランスが本当にいい。
そりゃ，忙しい時は，朝早くから夜までずっと仕事の時もある。今でも，仲間からボロクソに
言われる時もある。足がちぎれそうになる怪我もした，疲れてしんどい時もある。でも，カミさ
んが，いつも言うんだ，「龍くん，漁師になってよかったね」って。本当に，俺は無気力な人間
なんだけど，いつも，カミさんはニコニコしてそばに居てくれる。本当に太陽みたいな人なんだ。
そう，彼女を太陽でいさせてあげられるのが，今の自分で今の生活なんだ…。だから，今の自分
で在り続けること，今の生活を続けていくことが，俺の夢なんだ。
6　お　わ　り　に
本稿は，一人の移住サーファーが地域生活の担い手となっていくリアリティを再構成する試み
であった。この試みは，「食は人間が生きていく上でもっとも基本的な条件である」（池上・岩崎・
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原山・藤原 2008, p. 243）という，ゆらぐことのない事実から出発をしている。そうであるから
こそ，生産の場を維持するために不可欠な社会組織の再編をめぐる社会移動の現代的実相に接近
しようとした。
中野（1977）は社会学的ライフヒストリーによって，口述の背後に透かしみえてくる地域社会
をめぐる社会構造や社会変動のみならず，戦後日本の近代化までも浮かび上がらせようとした。
しかし本稿では，鈴木広（1978）の土着―漂流という軸から理解すれば漂流をし続けてきた若者
が土着に至るまでの限定されたライフストーリーを扱うことで，結果的に A市や漁労組織をめ
ぐる社会構造や社会変動を十分に描き出すことができなかった。これについては別の論考で論じ
たい10）。
とはいえ，バブル期以降の所謂「失われた 20年」に青年期を過ごした若者と，彼らを取り巻
く社会状況との関係から，農山漁村への移住の現代的実相に照射することはできたのではないで
あろうか。そのための方法として，本稿は意図的に「複雑なものを複雑なまま」（松村 2012）に
表現する社会学的ライフヒストリーを採用した。そのため，ここまでに記述したライフヒストリー
を抽象化することは積極的に避けるべきであろう。なぜなら，抽象化とは対象化する社会的事実
の単純化を意味するからであり，社会学的ライフヒストリーを方法論として採用した意図を自ら
覆してしまうことになるからである。そして何よりも，研究者のフィルターを通して達成される
抽象化は，生活実相から社会的事実を切り離してしまうことにつながるからである。
そうした危険性を考慮の上で，あえて，これまでの記述してきたライフヒストリーを，躊躇し
つつ先行研究に結びつけて論ずるならば，下記のようなことを述べられよう。本稿のライフヒス
トリーにおいては，A市が移住先として選定される理由は，病院，労働環境，教育環境といった
移住先の環境条件を重視する「女の理由」が大きく左右したと述べられていた。その点は，先行
研究から説明可能であるといえよう。しかし本稿の問題意識から重要な点は，なぜ今も彼らはこ
こに住み続けようとしているのかという点である。
ある個人にとって，都市から都市への移住とは異なり，都市から農山漁村に移住することは，
これまで培ってきた社会資本や文化資本を一定程度無効化させる。そのため，新たにそれらを再
構築しなくてはならない困難が生じる。しかし，そうした状況下においても，過去との関係のな
かで自らを賞賛や卑下しながら「よりよい生」を全うしようとする人の姿が，本稿のライフヒス
トリーから透かしみえてくる。つまり，本稿の視角から浮かび上がる “都市に暮らす若者が，な
ぜ農山漁村への移住を決断し，いまここに定住し続けているのか”という論理は，当事者におい
ては過去の経験と不可分なものとして定位しているといえよう。
これを先行研究に引きつけて考えると次のことが言えよう。これまでの農山漁村における人的
資源の確保をめぐる議論は，俯瞰的で共時的な視点からの機能論的思考に偏ることで，移住者を
増加させる条件整備にばかりを焦点化してきた。しかし，この論理は農山漁村に定住し続けよう
としている移住者の論理とはすれ違う。なぜなら，既存研究において議論の主軸となってきた行
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政サービス，情報提供，労働環境といった様々な条件は，過去との連続の中に埋め戻され，そし
て価値付け直されることではじめて，当事者にとっての意味を持つものとなるからである。
本稿のライフヒストリーから透かしみえるように，農山漁村に移住をして，いまもそこに住み
続けるという営みは，移住するまでの日常生活，社会的経済的状況，社会関係，文化資本などを
包括的に取り込んだ意味での「生」を絶え間なく価値付け直す営みでもある。これまで卑下せざ
るを得なかった過去を積極的に価値づけ直す営みの中で，いまの暮らしが賛美され，ここに住み
続けるという論理は構築されていく。すなわち，彼らが移住を決断し，いまここに定住し続けて
いることは，「よりよい生」を全うしようとする姿と重なりあうのである11）。そのリアリティは，
たった一人の事例であろうとも，当人が現在から過去を，嘘や脚色までも含めて価値付けていく
現実に照射することのできる社会学的ライフヒストリーという手法だからこそ浮かび上がったの
である。
機能的思考一辺倒では，現場で生じる問題が農山漁村の環境整備によってのみ解消されること
になってしまい，結果的にその問題の根本を取り違えてしまう可能性があるように思えてならな
い。価値観がより多様化する現代，農山漁村における人的資源の確保をめぐる議論には，移住者
たちが地域生活の担い手となっていく文脈を看過することない通時的な視点がより必要となって
くるのではないであろうか12）。また，最後に付け加えるならば，その過程に，これまでサブカル
チャーや遊びとして位置づけられてきたスポーツが介在しているという事実を記しておきた 
い13）。
注
 1） 山下（2012）は，まるで農山漁村の瀕死状態を示すかのような「限界集落論」の罠を見抜いて
いる。その上で，「全体社会の中の変化の中で，個々の家やむらは適応もしてきた。一方的に
翻弄されてきたわけでもない」という。本書も山下と同じ立ち位置から日本の農山漁村を捉え
ていきたい。本稿は，漁師となった一人の若者のライフヒストリーを通じて，時代の変化に翻
弄される農山漁村ではなく，適応し再編していく農山漁村を描き出したい。
 2） 松岡（2007）は農山漁村を定住空間として学術的，現実的に再構築することが現代的課題とい
う。その上で，現代における農山漁村の積極的な存在意義を次のように述べている。「資本主
義社会における農工間の生産力格差の拡大のなかでの農業・農村の価値の見直しを，国際的市
場原理に委ねることなく進め，国土保全，環境保全の他に，住民の確保と保全のために農産物
価格支持政策や山村等耕作不利条件の価格保証等，何らかの施策が望まれる。国家的課題とし
て食料自給率の上昇のための食料生産の担い手の確保が目指されなければならない。」（松岡
2007, pp. 88）
 3） スポーツを通じた社会移動をめぐっては，チャンピオンスポーツを前提としたスポーツによる
社会上昇のみが研究対象として取り上げられてきた。そのため，本稿のようなスポーツを通じ
た転身や移住といった水平的な社会移動を対象とした研究は空白となっている。
 4） 1940年代より，ライフヒストリーという研究手法は数量的な分析や抽象的な理論研究の趨勢の
なかで注目をされなくなったという（江頭 2007）。こうした「戦時下以降の米国社会学や戦後
の日本社会学の大勢が質問紙法による意識態度調査の圧倒的流行のなかで人間を把握しそこね
258 東北福祉大学研究紀要　第 37巻
てきたこと」（中野 1977, p. 295）への強い批判から日本のライフヒストリー研究は生まれた。
 5）  本稿が実施した聞き取り調査は，「非日常」の時空間で実施される一般的なインタビュー調査
とは異なり，インフォーマントの「日常」の中に調査者自らの身体を投入し，自らの身体に彼
らにとっての「問題」を内在化させることで，外部や研究者の考える「問題」を捉え返してい
く調査手法を採用した。その上で，本稿のライフヒストリーの記述は，「本人の解釈」と「研
究者の解釈」におけるズレを可能な限り小さくするために，本人による記述の加筆・修正が施
されている。
 6） 地元では，A市漁業共同組合の定置部という組織と定置網漁を総じてテイチと呼ぶ。ただし，
年配者はオオシキと呼ぶ場合が多い。
 7） 半導体工場への出勤体制は，8時-20時出勤が 3日続き，その後に 3連休が続く。次のサイクル
では，20時-8時出勤が 3日間（実質的には 4日間）続き，その後に 3連休となる。
 8） 地元では，個人経営である二艘巻網漁とそれを担う組織を総じてアグリと呼ぶ。A市には 2012
年 8月現在 4船団のアグリが操業している。
 9） テイチは日の出を目安に操業を開始する。そのため，夏場は 4時頃，冬場は 6時頃に操業を開
始する。操業終了時間は，その日の水揚げ量によって大きく異なる。なぜなら，定置網漁は多
獲性魚を漁獲する漁法であるからである。一般的な定置網漁では未選別魚をそのまま入札に掛
ける場合が多いが，テイチでは水揚げ金額の安定化を目的に，魚種別重量別，重量別に全ての
魚を，洋上と陸上の二段階で選別をする。例えば，重量別にマサバでは 7つ，マアジでは 6つ
の銘柄に仕分けが行われる。そのため，水揚げ漁が多い場合は，夕方まで選別作業が継続され
ることも頻繁である。一方で水揚げ量が少ない場合，午前中に解散となる。
10）　本稿は，A市における移住サーファーの地元漁師への転身をめぐる調査研究の一環としてある。
その全体像は，人々の日常生活を枠付ける「構造」と，そこで繰り広げられる「生」を両輪と
したモノグラフである。具体的には，① 漁業者とサーファーの空間利用の通史的関係性をめ
ぐる歴史社会学，② 漁師の社会化論 : どのようにして漁師はつくられるのか，③ サーフィン
集団のエスノグラフィー : ローカル，移住組，ビジター，④ 移住サーファーのライフヒストリー
研究の 4部から構成されている。本稿は ④ の調査研究成果の一部である。
11）　ここでいう「よりよい生」とは坂本（2006）から多くを学んでいる。坂本は，ガーナにおける
人々のサッカーという日常的な活動を考察するなかで，これまでの先行研究が述べてきた生存
維持の論理からは捉え切れない事実であることを論証している。すなわち，「よりよく生きる」
ことと，その状況を「生き延びる」ことが結び付けられた「生」の有り様を詳細な記述から描
き出している。
12）　本稿では，十分に描き出すことは出来なかったが，当然，通時的な分析の中には，移住者のみ
ならず地域社会の側からの視点も必要となってくる。
13）　スポーツ研究との関係のなかで考察すれば，移住者がサーフィンなどスポーツそのものを目的
に移住しているのではなく，その過去との連続性の中にスポーツを位置づけ直した上でスポー
ツを捉え直していくべきであろう。
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